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｢伝え手｣であるという認識をもとに熱心に参加されるその姿には 主催者の一人とし

て､少なからず感銘を受けました｡正直なところ､それ以前の段階では､今後史料ネッ

トは ｢次世代への継承｣という問題に大きくつきあたってしまうのではないか､という
ことを多少なりとも危倶していたのです仇 どうやら本己憂であったようです｡だからこ

そ､ ｢何を､どう伝え弧 ｡

このようなことを念頭においた今年度讃功方針勲よ 総会で承認いただきましたが､

引き続き史料ネットの ｢あるべき姿｣としての議論は必要であると思いますoLM に

は会員の皆様からどんどんご意見をいただくことにより､ "N乱～SLeCBr"誌面で活発
E3義論が展開できればと考えていますO今後の史料ネットのあり方について､ぜひとも

皆様方からのご投稿をお待ちしております｡

(こうの･みお/史料ネット事観

◆◇総会特集◇◆
2 0 0 7年 度 歴 史 資 料 ネ ッ トワ - ク 総 会

【挺会の記録】

･日時 ZX)7年5月Z)日 (日)午前10時半～

･場所 尼崎市中央公民館 (尼崎市西難波町6-14134)

歴史資料ネットワークのm7年度輸会が､2007年5月Z)日に尼崎市中央公民好で行われた｡藤田

明良副代表の開会の甜こ続き､弘長として木村修二氏､書記として加藤宏文氏と中野が選出され､謙
長によって個人会員数が162名､出席者数が15名､議決権行使音数が12名､委任状提出者数が46名

であることが報告された｡

次いで議案の審執こ入った｡第1号捷案としてZXXS年度の活動報告が松下正和事務局長から5項

目にわたって提示された｡今年度は特に有償ボランティア制度や大学巡回水損史料ワークショップな

ど､新しい封みが行われたことや､3月に発生した能登半島地震､あるいは急速に進みつつある指定

管理者制度への対応などについても報告がなされた.続けて第2号姓案である劫肪年度決算の報告
と､第3号雑案の馳 て合わせて行われ､質疑応答を経て出席者の託決によって乗放された｡第

4号雑案としてW 年度活動方針案､第5号強案として2肘7年度予井案が提示され､特に活動方針

案ではこれまでの活動を継続しつつ､新たな制度や取り組みを行うこと､かつこれまでの活動の稔拝

を視断こ入れることといった活動の多角化が示されたO賞疑応答では､水損史料ワークショップの位

置づけや､全国的な人的ネットワ-クの構築を史料ネットとしてどのように行っていくかというビジ

ョンなど､様々な輸点が雑輸された｡また予井案の報告と合わせて､予井案がZX)7年5月からN

年5月までの 13ケ月分で亀成されていること､それは来年度以降の捻会を6月に恒常化したいとい

う事務局の提案を背景にしていることが提示され､活動方針案･予算案とともに輸会の開催時期の恒

常化も託対=かけられ､乗放された｡最後に第6号雑案として運営委員の選出が行われた｡新運営委

員の紹介の後､隷長･書記の解任が行われ､奥村弘代表による開会の辞をもって､輸会は終了した｡
(文責･中野賢治)
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1.被災史料の整理や被災地での調査活動

院生･学生･市民などのボランティアにより､事務局保管分のⅩ桝年台風23号水損史料

の整理が進められた 神戸大学では計3回の整理が実施され､のベ23人が参加した｡今年度は

､出石町 傾豊岡市)日野辺区有文書の整理作業をおこない､仮目録を作成した (約1(XX)点)

｡なお､この整理作業に関して豊岡市から史料ネットに補助金が支給された 他には､乾燥済

みの舞鶴市上東区有文書を返却

することができた｡その際 第33回 :劫雌牛12月25日参加者12名 (出石町日

野辺

区有文書働第34回 :2m 年2月4日 参加者5名 (同上)第35回 :W 年3月19日参力緒 6

名 (同上)に､巡回調査活動に協力をいただいた舞鶴地方史研究会 伊藤 晃会長)宛てに

感謝状を贈呈し氏)また､阪神･淡路大喪災時に巡回調査した川西市西野

家文書を､同市社会教育課と協力して川西市文化財資料館ン弓

般入した｡今年度から被災史料整理活動に際して有償ボランティア制度を

試行的に導入した｡2.市民や自治体との連携を重視した地域史研究や地域遺産保

存 ･活用の取り組み今年度も年4回の歴史講座を開催することができなかったが､

昨年にひきつづき兵庫区と連騰 主催◎､共催〇､後援●､参加△ 企画◎中世市民講座

r兵庫区歴史講演会｣W 年2月24日 (日)13時～16時 @兵庫公会堂 参加約m 名講演 :藤

田明良氏 (天理大学) ｢日本国王の港一日明貿易と兵庫浄-｣､主催-歴史資料ネットワーク.兵庫区民まちづくり会議

.兵庫区役所､協力-神戸市

教委し､上記の講座を開催することができた｡これまでクローズアップされることのな

かった室町の兵庫津の具体像にせまる報告の新雛 と､二胡演奏とのコラボレーションなどの

新趣向もあり､参加者が定員の2X)名を越え盛況経に終わった｡なお､昨年度の中世市民言動垂
の内容をふまえたブックレット岡城社会からみた 随も平合戦』一福原京と生田森 ･-の谷

合戦-』 歴史資料ネットワーク編)がW 年5月末

に岩田寄完から刊行される予定となっている｡近年､文化財行政部門にも

導入が

急速に進んでいる指定管理者制度について職 集を行った｡とりわけ､芦屋市立美

術博物館の ｢直営｣方式-の移行や明石市立文化博物館に関する項状

と課頓について､両博物館と､芦屋市立美術博物館の受け皿となるNFD芦屋ミュージア
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ム･マネジメントのメンバーを交えて勉強会を行った｡

また､昨年度からの試みである､神戸史学会との共同企画 ｢地域史卒論報告会｣の2回目を開

催することができた｡これは､大学完には進学せず｢般企業など-就職し､かつ主に兵直県を

フィール ドとする地域史を卒論のテーマにした学生が市民の前で報告を行うという企画で､歴

史系の大学で勉強した学生が､社会に出た後も地境遮蔽や史料を守る活動を続けるきっかけづ

くりを目的としている｡今回は､前回のように一部の大学にかたよることなく複数の大学から

の参加と､大学究進学者以外の卒業生の参加を得て､本企画の目的を達成することができた｡

さらに､下記の催しに協力を行った

市馬弛垂以外の主催◎､共催O､後援●､参加△ 企画
●第8回｢火垂るの基を歩く会J

aXXi年8月6日.8日 9時半～12時 主催-｢火垂るの墓を歩く会｣実行委

員会3.震災記録保存と地域資

料保存2u 年6月18日の総会に合わせて水損史料保全ワークショップ ｢よみがえれ水損史料

～水害に備えて｣を開催し､史料ネットが2M 年度から本格的にスタートさせた水損史料の吸
水乾燥法について実習をおこな

った｡さらに今年度も ｢シンポジウム地域資料の保存と活用を考える｣実行委員会に協力し､

第8回から第10回までの準備研究会を共催

した｡今年度から､各大学を巡回する水換史料ワークショップを行うことにしたでこれは実

際に史料を取り扱うことが多い歴史系の学科の学部生 ･院生を対象に､水損史料の乾燥敵や史

料ネット活動の周知をはかるために開催したものである｡今回は若手運営委員や所属研究室の

協力をいただいた｡2回とも多くの学生が参加し､おおむね好評であった｡ワークショップに参

加した学生が被災史料整理活動の手伝いに参加するなど､史料ネット活動の裾野を広げ､次世

代-継承する点においても効果がみら

れた｡ 主催◎､共催〇､後援●､参加△

企画◎水損史料保全ワークショップ｢よみがえれ水損史料～水害に備

えてJax6年6月18日 (日)14時～17時 @西宮市大学交流センター 参加

17名報告 :松下正和 (史料ネット事務局長) ｢水線史料の処置方法につ

いて｣◎大学巡回 水換史料ワークシ

ョップaXk5年11月8日 (水)18時半～ @大阪大学文学部棟2階 参加

15名実演 :松下正和 ･加藤宏文･浅利文子､協力 :大阪大学文学知村田路人

研究室nXi年12月14日 (木)16時半～ @大阪市立大学経済研究棟2階 参加

12名実演 :河野未央 ･加藤宏文､協力 :大阪市立大学塚田孝

研究室〇第8回地域資料シンポ準備
研究会二犯お年10月23日 (月)18時～20時半 @難波市民学習センター第二

研修室報告 :佐賀朝 ｢地域資料シンポジウム実行委員会の活動について｣､コメント:藤隆宏氏 (和歌山県立文書

鰭)○大阪歴科協 11月例会 r地域における歴史系博物鯨の役軌｣旨定管理者制度の導入をめぐ
って｣aXXi年 11月4日 (土)13二秒､-17α)@梅田東学習)

レーム問題提起 :八木敵氏 (大阪歴科協､大阪歴史博物館)憧史系聯勿館の顎状と脚 人を中

心こ｣コメント:大匪正美 (神戸深江蛇 対ヒ史料館､史料ネット) ｢神戸 ･阪神地味での取り組みから考

える｣NewsLetter2007.7.31No.50



久留島浩氏 (国立歴史民俗博物館) ｢歴史系博物館をめぐる日本の現状を考える｣
〇第9回地域資料シンポ準拝研究会

zr6年12月15日 (金)18時半～21時 @大阪市立弁天町市民学習センター

報告 :藤吉圭認 (高野山大学) ｢デジタル技術を利用した歴史資料活用の試み一高野山大学を事例として

.1

0第10回地域資料シンポ準備研究会

W 年3月7日 (水)18時～刀時半 @大阪市中央公会堂第6会議室

報告 :小榊塗氏 (彦根市史編さん室) ｢滋賀県における公文書の保存 ･活用に向けた取り組み-.その現状と課

勝て｣
共催 :京都滋賀における歴史資料保存研究会 (京都民科歴史部会サブG) ･桃山笥完大学地域資料研究会

4.災害対策

五m年3月に発生した能登半島地震-の対策のために､災害発生直後より情報収集にあたると

ともに､主に石川県の被災地の文化財関係機関 ･報道機関に対して被災資料の環状確認 ･保全

依頼のFAXを行った 4月に発足した現地組織である ｢能登歴史資料保全ネットワーク｣に支

接を申し出た｡

また､各地の

ネットワークや

行政機関とも協

力し､水損史料

の取扱に関する

技術の習得や､

アーキビストや

司書-の水扱史

△第1回人と文化遺産保存継乗ミーティング.文化財防災サミットlN山形

ZXXi年10月20日 (金)@東北芸術工科大学

報告 :松下正和 ｢歴史資料ネットワークの地域遺産保全活動｣

他ZXXi年10月21日 (土)@

同上報告 :奥本渦ム｢大規模自然災害と地域歴史遺産保全～阪神淡路大震災

から現在までの

歩み｣他主催 :東北芸術工科大学文化財保存修復研究センター

料の処置方法に関する

研修を行った｡今年度も各地で大規模災害に遭う前に史料保全のネットワーク化をはかる動

きがひきつづき多く見られたのが特徴的であった｡福島では ｢ふくしま文化遺産保存ネットワーク｣が､高知

では土佐山内家

宝物資料館が

｢歴史資料保存相

談窓口｣ (略称資料保存119

香)が開設し､

山形では ｢山形

文化遺産防災ネ

ットワーク｣の

設立に向けて準備がはじまった｡

史料ネットでは

これらの ｢予防 △平成18年度滋賀県図書館長専

門講座 (後期)W 年1月26日 (金)14時45分～16時15分 @

滋賀県立図書館報告 :松下正和 ｢地域資料の保存と利

用の現場から｣△第3回 ｢文化財の防災計画に関する研究会 震災から美術工

芸品をまもるJW 年1月29日 (月) @東京文化財研死所

報告:奥村弘主催-東京文化財研

究所修復技術卸△第2回人と文化遺産保存触

手ミーティングテーマ :｢災害直後と継続的な救済活動および災害前の活動

の実際を知る｣W 年3月9日 (金) ･10日 (土)@東

北芸術工科大学参加 :松下

正和 ･河野未央△第14回近畿府県公文書鯨等実

務担当者研究会W 年3月16日 (金)

15時～17時実演 :松下正和 ｢水損資料の処置方法について｣ @京都

村立総合資料館NewsLetter2007.7.31No.50



ネット｣とも連絡を密に取り合い､シンポジウムなどで提言を行った

5.緯織と運営

今年度の事務局は､5名の事務局員にて業務を行った｡運営委員会は第46回 (7月10日)か

ら第55回 (5月15日)までの計10回を開催した｡

今年度の運営委員会は委員の出席率もよく､とりわけ若手委員の活躍が目立った年であり､

昨年度の改善の要望が反映されたものとなった

axxs年度 運営委員･事務局.会計監査委員一覧

<運営委員会>浅利文子 (日本史研究会)｡大国正美 (神戸史学会) ･奥村弘 (神戸大学史学

研究会) ･加藤宏文 (個人会員からの選出) ･佐賀朝 (大阪歴史科学協議会) ･立野康志郎

(大阪歴史科学協鼓会)･中西威晴 (大阪歴史科学協議会)･中野賢治 (大阪歴史学会) ･藤

田明良 (個人会員からの選出) ･松下正和 (京都民科歴史部会) ･吉村真樹子 (大阪歴史学

会)

<事務局>奥手渦ム(代表) ･藤田明良 (高Ij代表) ･松下正和 (事務局長) ･人見佐知子 (事務

局員) ･河野未央 (事務局員) ･堀田昌宏 (事務局員) ･浅利文子 (事務局員) ･板垣貴志

(事務局員)

<会計監査委員>山田修士･添田仁

今年度はホームページの更新が滞った｡ニュースレターは4回 (加鵬年8月4日第46号､加雌

牛12月1日第47号､2∝)7年

3月1日第48号､:相方年5月

1日第49号)発行した｡

この1年間の書籍販売実績

は､計89311円 (『神戸と平

家』41冊､シンポ記録集4冊､

『平家と福原京の噺闇 15

冊)の売り上げであった｡4

月30日段階の会員数は学会

会員11団体､個人会員145名

~-一､､､ ㌧ 年度 匝年度 細年度 匝年度

年度合計 21d 274 叫 31

人 1 1 1

1出生.院生 1

21 1サポータ｣ ● 51

-｢久しカ｣ 7

81ll llA35; 1退会 a

(昨午比+5)､学生･院生会員17名 (同比-4)

､サポーター55名 (同比-1)､ニュースレター購読82名(同比+1)の計310名

(同比十1)であったOまた､各学会の会誌上や例会､各地史料ネットの出版物などにおいて､史料ネッ

トの活動紹介やカンパ呼びかけの協力を賜った.詳細は下記の通りであるO<各学会会員 .

各地史料ネットの協力>･河野未央 ｢水害からの資料陳全 活動について十Ⅹ桝年の台風23号

被害を中心に1 (矢田俊文編

『新潟県中越地震と文化財.歴史資料-1年間のとりくみ｢』新潟大学人文学部地或文化連携セ

ンター､EXXi年3月)･松下正和 ｢aXA年台風23号による水損歴史資料の保全 .修復活動について｣他
(敦賀短期大学地境交流センタ十編 『史料の被災と救済.保存～福井史料ネットワーク活動

記刷 同発行､aXXi年 11

月)･河野未央 ｢歴史資料ネットワークの取り組み｣ (文化



年度決算報告(自2m 年5月1日 至2m7年4月30日)

◎知防年度一般会計予算 ◎加肪年度｢般会計決寡
収入の部 収入の部

∃前年度繰越金 ¥1,4範98 前年度繰越金 ¥1,

4と鶏943会費収入 Y7eD,5K)
会費収入 喝 5X)○学会会員 喝 5∝)
○学会会員 Y47,5X)○個人会員 (-1投) ¥4恥(耕)○
個人会員 (｢般) YAK),(淑)○個人会員 (学生) Y

n750 ○個人会員 (学生) ¥lq忙)○サポー

ター ¥117,㈱ ○サポーター 鳩7,(X沿○ニュースレター ¥!範7CO ○ニュースレター .Y41,tXX)

○加防年度中会費先納分 ○加

伍年度中会費先納分 守:菟OX)寄付金 寄件金 y24

,3X)市民講座資料代 ¥1(刀,(XX)市民講座資料代 Y24

.5X)書籍.記録集.総括集売上 物恥CKX)書籍.記鋳集

.総臨集売上 現 931加胎年度会費未納分 Y27,EX)

ZXB年度会費未納分 粍OCD独 年度会費未納分 Y194,CKX) 独 年度

会費未納分 W ,gX)axxi年度会費未納分 Y397,(澱)ZXX5年度会費未納分 ¥129,(X

カ雑収入 紳収入

¥:勤7砺豊岡市からの旅費補助 ¥1

晦∝沿合計 鞄147,493 合計 % 642,379

支出の部 支出の部 至事務局行動費 ¥謝 ,000

事務局行動費 ¥喝 104運営委員会運営費

YA0,OX)運営委員会運営費 ¥弛(杖)事務局通信.発送費 ¥10,∝沿 事務局通信.発送費 ¥la4CD

事務禰 時経費 事務局臨時経費 Y9,155総会.シンポ諸経費 y5),OX)総会.シンポ諸経

費 %,4馳市民蕉座諸経費 ¥lC6,OX)市民講座諸経費
℃1,251その他企画諸経費 ¥犯OX)その他企画諸経費 ℃

犯朗9史料整相 ¥10,(X沿 史料整理経費 氾1,6X)ニュースレター印刷代 ¥laOX)ニュ

ースレター印刷代 ¥1,2のニュースレター郵送代 ¥175,∝0 ニュースレタ-郵送代 ¥1幸弘8

10ニュースレター発送バイト代 戦犯(淑) ニュースレター発送バイ

ト代 YZil∝)脚 ゅ代 ¥瓢,COO 掛 け代
Ⅶ図書雑誌晩入費 W ,∝沿 図書雑誌購入費

粍870備品消粗品代 ¥10,(X沿

備品消耗品代 Y27,8茄ブックレット出版企画 ¥的αX)ブックレット出版企画 ¥110,24)

福井カンパ支出 ¥5,∝0

福井カンパ支出 Y5,CKX)新潟カン

パ支出 W ,似)新潟カンパ支出 判qOX)愛媛カンパ支出



些野卑度 主な勘定埠貝男些嘩 (一般会計)二

(収入の部)

■会費収入

･学会会員･-大阪歴史科学協轟会･大阪歴史学会･京都民科歴史部会 ･神戸史学会･神戸女

子大学史学会･神戸大学史学研究会･名古屋歴史科学研究会 ･日本史研究会 ･

歴史科学協議会･歴史教育者協散会･歴史学研究会11学会｡会費納入があっ

たのは､歴史科学協鼓会 (5,u 円) ･歴史教育者塵転相卿)円)･日本史研究会

(1(卿 円) ･大阪歴史科学協鼓会 (5,OX)円) ･大阪歴史学会 (10,u lR) ･歴

史学研究会 (1ぴ00円)で計47500円 Cxk5年度は67刃)円)O

･今年度は年度開始にあたって滞納分も含めた会費督促を行ったため､_W 年度以前未納だ

った会費について納入があったが､依然納入状況はよくなし,O来年度は会員動向調査を行

って､会員把握を徹底するとともに､年度内最終号のニュースレターを会計年度末までに

送付し､納入状況を会員に告知するなど､会費納入率の改善に努めたい｡

■寄付金･･.史料ネット会計-の寄fも

■市民講座資料代･･今年度の市民講座は､中世講座 … のみ｡ネットが資料印刷を担当し､

兵庫区役所から資料代収入を得た (加卿)円)0 450円は総会資華廿も(6/18)

■書籍 ･記録集 ･総括集売上

･書籍･･･歴史資料ネットワーク編 『神戸と平刻 ､ 『平家と福原京の日新闇 の売上

･記録集-阪神大震災対策歴史学会連絡会 ･歴史資料保全情報ネットワーク編 同断申･淡路大

震災 歴史と文化をいかす街づくりシンポジウム 観 1･2の売上

･総括集- 『歴史資料ネットワーク活動報告割 の売上

･市民講座の開催などによる書籍販売の機会が少なかったため､大幅な売上が見込めなかった｡

■雑収入-郵便口座解約､利子など

IL旅費助成-豊岡市から補助金をうける､07年度に緊急対応基金-繰り入れ

(支出の部)

1事務局行動費-日韓 度に引き続き､大学院生等に事務局の仕事を依頼した｡事務局員の行動

費として1人10抑)円/月 (日轡三度未支払い分については1人5,u 円/月)を

支給した｡支給状況は河野aXXi年2月～加 7年4月､堀田ZXX5年2月-N 年

4月､浅利AXX)年4月､W 年1-4月｡松下分は交通費のみ支給｡

■事務局通信 ･発送費-避営委員会蕗事録､書籍等発送代

』事務局臨時経費･-振込手数料､通訳アルバイト代など

■総会 ･シンポ諸経費･-会場費､告知用はがき代､スタッフ昼食費等

■市民講座諸経費-･中世講座 ･卒論報告会の経費｡会場費 ･スタッフ昼食費等

■その他企画諸経費-･博物館問題シンポ (12/17)交通費 ･謝礼､歴科協地或シンポ (12β)分担
金､阪大水損ワークショップ備品等

■史料整理経費-今年度は史料整理ボランティアに有償ボランティア制度を導入〕しかし､参

加者からの辞退が多く､交通費 ･昼食代等実費のみの支払いが多かった

■ニュースレター印刷代･郵送代-用紙の寄付があったため印刷代は昨年度に引き続き少額で

すんだ｡郵送は4回
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▲総括集印刷代-･今年彪淵 りなL c

■図書雑誌購入費-福井ネットの書籍を購入

1備品消耗品代-･封筒 (NL発送用等)･領収書､ファイル等の事務用品代

Jlブックレット出版企画･･･岩田から出版予定である 閉域社会からみた 『源平合戦』一福原京

と生田森 ･-の谷合戦』の編集などにかかった経費

r福井カンパ支出･･･加肪年度末送金分czx近年6月7日に送金｡
J新潟カンパ支出･･･加防年度末送金分ム狐X5年6月7日に送金｡

暮愛媛カンパ支出-資料集発行のためのカンパ

■ボランティア保険 毎年発生する経費のため､｢般会計に計上した⊃

◎ZXB年度基金予算 ◎加肪年度基金決算

㌔LL-<･､ミニ7- -チニ-



巨垂車重妻塾頭
1.被災史料の整理や被災地での調査活動

阪神 .淡路大震災やaXA年台風23号の際の救出活動で保全された歴史資料のうち､事務局保

管の未整理分について､引き続き院生･学生 ･市民などによるボランティアを中心にした整理

作業を進めるC今年度も､継続的な整哩活動を行うために必要なボランティアリーダー-の謝

礼や､有償ボランティア制度の運用について検討を行う｡

また､被災地の自治体･大学 ･地域史研究団体などと協力しながら､過去に救出した被災史

料の現状を把握し､今後の活用をはかる｡

2.市民や自治体との連携を重視した地域史研究や地域遺産保存･活用の取り組み

歴史研究の成果や地域遺産の活用に関する市民と研究者の交流の場としての ｢歴史謝室｣を

今年度も実施するC今年度は､レスキューした文書の活用状況について検証する機会をもつb

また関係諸学会･大学や研究機関等とも連携し､地域史や史料保存･活用などの研究成果の蓄

積をめざす｡さらに､地或史の掘り起こしや地域遺産の活用をはじめ､地域の歴史 ･文化に関

わるさまざまな市民･自治体の取り組み-の積極的な連携や支援を継続していく02CK5年度よ

りスター トした ｢地域史卒論報告会｣を引き続き開催する｡

また博物館･姿史料館存続問題腎旨定管理者制度導入など､地或資料をとりまく新たな状況

に関する情報収集と対応につとめる｡

3.震災記録保存と地域資料保存

阪神 ･淡路大震災の資料保存と謝 ヒ･活用に関する研究会を今年度も引き続き開催し､ ｢地

域資料の保存と活用を考える｣研究会に積極的に協力し､京都民科歴史部会のサブグループ

｢京都 ･滋賀における歴史資料の保存･活用研究会｣とも連携するなど､関係団体や市民との

連携と意見交流をはかる｡

また人と防災未来センターをはじめ､災害史などこの分野に関する研究会や展示企画-の参加

や見学を行うとともに､資料保存の必要性について行政-の働きかけを続ける｡
昨年度よりスタートした ｢水損史料出張ワークショップ｣を､大学の史学科や行政機関に対

しておこない､被災資料の取扱についてのノウ-ウや隈全意識の向上に資する｡

4.災害対策

山陰 ･愛媛 ･宮城 ･福井 ･新潟 ･宮崎 ･岡山･福島･山形 ･高知 ･石川などの各史料 (餐

料)ネットをはじめ､各地の関係機関･団体との交流と連携を継続する｡

また､東南海大地震のような大横模地震や､具体的な被害想定とその対策の研究と準備を関西

で引き続き行う｡大規模災害に遭う前にあらかじめ史料保全のためのネットワーク化をはかる

｢予防ネット｣作りを援助し､災害発生時に動きやすい組織作りのあり方についても提言する｡

各自治体の地域防災計画で地域遺産の保全をはかるなどのはたらきかけを行う｡

さらに､新たに大規模災害が発生した場合には､情報把握や関係機関･団体 ･研究者の連絡に

あたり､臨機応変に緊急対応基金を活用して救援体制の立ち上げを積極的に支援する｡

また2M 年度以来対応にあたっている水害対策についてのまとめも行う｡
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5.組織占運営

ホームページによる各方面-の情報発信の充実を引き続きはかる｡ニュースレターは定期刊

行を維持するとともに､内容の充実に努めるCまた､メールニュースの配信を維持し､企画や

活動のアウトラインをすばやく伝える｡既発行の書籍 ･報告集については､引き続き頒布努力

をおこなう｡さらにニュースレターの購読者の会員加入を呼びかけるなど､会員やサポーター

の拡大に積極的に取り組Lnc

関係諸学会との連携をより一層深め､企画の共催や後援を行い､その成果を各学会の誌面上

に反映させるC

7年度予算 (自ZX)7年5月1日 至ZXB年5月知日)

◎2の7年度 一般会計予算案
収入の部 支出の部

前年度繰越金 ¥1,喝 244 事務局員アJL,/V ト代 y6

24,COO会費収入 Y78455) 事務局行動費

¥140,OX)○学会会員 喝 ar)運営委

員会運営費 Y40,(杖)○個人会員 (｢般) 棚 ,CKX)

事務局通信.発送費 ¥10,∝沿○個人会員 (学生) ¥範

7沃)総会.シンポ諸経費 ¥的CKX)○サポーター

¥117,餌) 市民講座諸経費 Y53,OX)○ニュー

スレター ¥空気7(氾その他企画諸経費 YnCKX)zxx3年度中会費先納分 ¥15,(加 史料整理経費 ¥的(X

沿市民講座資料代 ¥的OX)ニュースレター印刷代 ¥15,OX)書籍.記録集.総括集売上 YAK),∝D ニュースレター郵送代 ¥175,

aX)axB年度会費未納分 ¥23,9X)ニュース

レター発送′V ト代 単軌OX)独 年度会費未納分 ¥1弘 (斌)総括射

場叫代 YX),∝沿2XXX;年度会費未納分 YZTD,∈杖)図書雑諺旋入費 ¥15),(氾)
劫肪年度会費未納分 ¥la55)備品i緋色晶代 曙 CKX)

ブックレット出版企画 ¥1
0),CKX)予備費 ¥1,4a

),344緊急対応基金- ¥2ES,COO

ボランティア保険 ¥10,000合計 鞄 294.344合計 %294

.344叩

年度予算 主な勘定科目別の明細 く1一般会計)(収入の部)■会費収入 ･未納分-回

収率を7割として計上〕なお回収主軸ま平均納入額から算出した｡(支出

の部)IIJ事務局員ア/i,バイ ト代

- 偶 ･水 ･金)lox)円*4h*12d*13m■事務局行動費-lCP 円*13m (河

野)/ 1岬 )円 (松下交通費)■総括集印刷代-劫肪年度予算に準じるJ緊



◎2007年度 緊急対応基金予算案

く運営委員> (五十音煩､敬称略)■大阪歴史科学協

轟会:佐賀朝･淵 巧･中西威晴t大阪歴史学会 :

中野賢治雷京都民科歴史部会 :松下正和』神戸史学会 :大国正美■神戸女子大学史学会:(欠員

)■神戸大学史学研究会:奥村弘■日本史研究会 :浅利文子■個人会員 e名) :藤

田明良･森脇崇文<会計監査委員 2名> 山田修士･加藤宏文絶阜阜与件地雷.金朝 子･新

得島ナ港沖地震鱒農史韓最盛経轟泉線暴食 のお磯もl･令キJこ入ってからのうちっ

づく叉書では各地Jこ3くの披きがでています｡後見された奇 に々･6よL)おえ鼻いやし上(指す｡含ま
せキビ取憂え尊卑や氏鼻､絵島､&直立暴あ.その他様々を地域虐史遺産に-いてLi.きだ正

確/F線審汲与を弛終していませんが.軸寄与観客が.乳んて㌔､ることが予憩されます.わたしたち塵史尊卑ネットワーク(i,札絶て海瀬をすすめている虐史内借寺､地えQ)

予見の奇々と偽5臥､ま漁のセンターとして.谷崎からの暴食のとL
)まとめLこあたって如､IJます｡-きれてLi.披叉は地域慮史遺産Q)叔虫t保谷線勅の糸阜一掛こ-いて且雅ともご理

解を鴇I)､礼砲の地域歴史遺産依冬の肋 をまえるための暴食をお寄せいただき



S能登歴史資料保全ネットワ-クへの参加経緯と事務局訪問について 墓

松下 正

和 卓2CO7年3月25日､能登

半島沖を震源とする地震が発生しました

｡石川県の七尾市･輪島市･穴水町で最

大震度6強の揺れが観測され､同地区を

中心に多くの住家被害が発

生しました｡史料ネット事務局は､翌

日に ｢能登半島地震による被災地の歴史

資料の取扱について (お願い)｣と題す

る文書をFAxにて石川県教育委員会に

送付し､文化財関係機関や被災地住民に

対して被災資料保全について周知をはか

っていただくようお願いいたしまし7㌔ その後も､事 ▲能登巡見の様子務局では



財保存修復学会､能登半島地震被災歴史資料を救援する金沢大学の会 (略称 :能登資料

救援会)と歴史資料ネットワークの計5団体です｡また､わたしたちは県教委から事務

局長の横井憲弘さんを紹介していただき､活動状況について直接お話をうかがうことに

しました｡その結果､現地の案内も含めて快く引き受けてくださり､6月 14日に七尾市

市史編さん室内にある事務局を訪問することとなりました｡

14日当日､奥村弘史料ネット代表と河野未央事務局員 ･浅利文子運営委員と松下の

計4名で能登歴史資料保全ネットワーク事務局を訪問しました｡午前中に樫井事務局長

から同ネットの機構とこれまでの活動についてうかがいました｡桜井さんのお話による

と､5月の連休中に相談窓口を設置したところ11件の相談があったそうで､連休明けに

早速被災歴史資料に関する診断チームを結成し､専門家の派遣等により古文書､美術工

芸品､漆器､民具などを診断することにしたそうです｡全体で､約30件のレスキュー

成果があったとのことでしたO史料ネットからは､地震災害のたびに家屋解体処理が早

くなっているが､そのような家朝 牢体時こそ歴史資料が失われる危険が大きいので､注

意が必要であることをお伝えしました｡史料ネットとしては､今後同ネット事務局の活

動を支えるにあたり､レスキュー件数に比して事務局を構成する人数が少ないことなど

を考慮し､金銭的支援をおこないたいと考えています｡

午後からは､輪島市門前町に向かいました｡元輪島市教育委員会の砂上正夫氏に門前

町の被害状況をご案内いただきました｡詳しくはあとの浅利報告をご覧ください｡

夕方には金沢市内で､金沢大学の歴史関係者のみなさんと懇談の場をもち､被災時の

史料調査の方法についで情報交換をしました｡能登歴史資料傭‥全ネットワークの活動は

現在も進行中です去同ネットに対する募金など皆様からのご支援をひきつづきお願いい

たします｡

(まつした･まさかず/史料ネット事務局長)

能登半島地露被災地訪問記

浅

利 文子私は､歴史資料ネットワーク運

営委員として同ネット事務局員の方々と共

に､輪島市門前町 (以下､門前町と称す)

を訪問した｡門前町は､2007年3月2

5日に起こった能登半島地震で震度6強を

記録し､被害が一番甚大であった地域であ

る｡町の中心部には総持寺祖院があり､町

から少し離れた門前町内黒島町 (以下､黒

島町と称す)は北前船で栄えた地域で､県

指定文化財である角海家をはじめとし古い

町並みが残されている｡私たちは､文化保

護指導員NewsLetter2007.7.31No.50 15である砂上さんに門前町の被災現

場とくに総持寺祖院とその周辺地域､そし

て黒鳥町を案内していただいた｡能登半島

地震被災地訪問記として､簡単に被災地の

現状報告とその感想をのべて

みたい｡まず､私たちは総持寺祖院を訪

れた｡総持寺祖院の被害は尋常ではなかっ

た｡山門は沈み､両回廊の屋根に軒が食い

込んでいた｡経蔵の内部の柱がはずれ､床

にはヒビが走っている｡法堂は複雑に傾き

､木組のホゾが外れていた｡被害の大きさ

に驚くあまり呆然と立ちつくすしかなかっ

た｡総持寺祖院前の通りは､すでに更地に

されているところもあり､今まさに解体工

事が行われようとしていた｡目前で古い家

屋が解体され､それをどうすることもできな

いまま､私たちは黒鳥町-と移



▼視察時の角海家

惑 欝襲撃讐璽璽≡:遍 襲撃責覇 醇

黒鳥町は､門前町の中心部から車で10

分程距離にある､海岸沿いの集落である｡

国道から一筋奥の道-入ると古い町並みが

そのままの残されていた｡まず､角海家の

住宅の被害状況を視察した｡角海家は ｢幕

末から､汽船や鉄道が出現する明治期まで

の間､活躍した船問屋｣であり､角海家の

住宅は､ ｢典型的な船問屋形式の豪壮な建

築｣である (輪島市wEBより)｡写真は

▲側面からみた角海家黒鳥町視察時にとったものである｡道沿いの塀の

板の部分ははがれ､塀がゆがんでしまって

いるoこれを目にしたとき､一同言葉を

失ってしまった｡総持寺視察の時もそうで

あるが､とにかく被害は甚大であった｡黒

島町の景観を形成する家々の中には､家屋

の取り壊しを命じる赤い紙が貼られている

ものもあったO震災以前､黒島町は景観

保全の為､重要伝統的建造物群保存地区指

定-の申請手続NewsLetter2007.7.31No.50 16 きを行っていた｡ しかし､地震により

申請の手続きが滞っている状態であるとい

う｡総持寺祖院､角海家住宅などのように
自治体の文化財指

定を受けている場合､修復費補助を受ける

ことができる｡ しかし､黒鳥町の古い町並

みを形成する一般の家屋は､文化財指定を

受けていない｡そのため､建造物や古文書

などのレスキュー活動は､所有者もしくは所蔵者の自発

性にたよるところであり､保全-の活動が

必ずL;も行えない｡これら家屋の修繕費

は､ほとんど個人負担となるので､黒鳥町

の住民総意でもって町並みを保全しなけれ

ば､震災前の町並▲黒鳥町の民家み-と

戻すことは困難である｡被害拡大防止のための家屋解体

作業が猛スピー ドで進行する中で､黒鳥町



出石町日野辺区有文書のレスキューから返却までの経緯について

出石町日野辺区有文書は､Ej野辺地区 - - ･零

(旧日野辺村)の近世から近代現代にい

たるまでの区有文書･自治会文書です｡
2004年 10月発生の台風23号による
出石川の増水により､出石町日野辺公民

館にて保管されていた同区有文書が水損

しました｡歴史資料ネットワークは､同

年 11月に出石町の被災史料巡回調査を
実施した際にこれらの水損区有文書を発

見･レスキューしました｡2005年3月
まで (樵)西宮冷蔵による冷凍保管スペ

ースの無償提供をいただき､水損史料を

冷凍保管することができました｡同月か

ら兵庫県教育委員会の斡旋により､滋賀県立安土城考古博物館･･兵庫県教育委員会 (埋蔵

文化財調査事務所魚住分館)･神戸市教育委員会 (神戸市埋蔵文化財センター)の協力を

えて､真空凍結乾燥機によって水損史料の乾燥を行いました｡6月に乾燥終了後､2007
年6月現在に至るまで神戸大学文学部にて保管し､真空凍結乾燥後の料紙の固着を展開
し､料紙に付着した泥を落とすなどのクリーニング作業を､大学生･大学院生･市民から

なる多くのボランティアによって行いました｡また仮目録をとった結果､約1000点の
史料があることがわかりましたC

乾燥処置を終えた史料は直ちに返却する方針でしたが､日野辺地区の方々のご要望もあ

って歴史資料としての調査を行う機会をえることができました｡調査はまだ完全に終わっ

たわけではありませんが､現用文書も含んでいるために早期の返却が必要と判断し､調整

の結果2007年6月17日､E]野辺公民館にて返却することにしました｡
返却式は､岸本隆男日野辺区長 ･奥村弘史料ネット代表 ･大垣豊隆但馬史研究会会長 ･

農座俊一豊岡市教育委員会出石分室長のあいさつのあと､奥村代表から岸本区長へ区有文
書目録の贈呈と史料の返却がおこなわれました｡その後､区有文書レスキューにも参加し

た木村修二氏 (史料ネット会員)に､区有文書内の ｢講｣関連史料についての講演をいた
だきました｡その後､史料展示･解説をおこない､地区の皆さんも熱心にご覧になってい

たのが印象的でした｡詳しくは､史料ネット運営委員森脇さんの参加記をこらんくださいC

史料ネットは､2004年 10月発生の台風23号の被災地であった兵庫県内･京都府
内で計8件､トータルで段ボール40箱以上の水損史料をレスキューすることができま
した｡しかし､被災後の巡回調査と被災史料の発見､被災史料の保全､修復､整理のいず

れの過程をとっても､ボランティア団体としての史料ネット単独ではなしえなかったこと

ばかりでした｡いずれも､被災地の住民のみなさんや行政､大学の理解と協力が得られな
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▲ 『読売新聞』2007年6月1日 (読売新聞社提供) ければ不可能でした

｡その点では､｢民｣･｢官｣･｢学｣の
連携がうまく機能した成果だと評

価できると思います｡とり

わけ､出石町の場合は､但馬史研究
会元会長の前田喜一氏(故人)や
同会会員の松本源明氏､そして出

石町教育委員会の小寺誠氏らの献身的な協力なしには町

内の被災資料調査･保全苛動は

おこなえませんでした｡また､
史料修復に関しては､(樵)西

宮冷蔵､兵庫県教育委員会(埋蔵

文化財調査事務所魚住分鰭)や神戸
市教育委員会 (神戸市埋蔵文化財

センター)､滋賀県教育委員会
(安土城考古博物館)のこ協力､
そして神戸大学 ･京都造形芸術大
学･大阪大学 ･大阪市立大学な
どの各大学生･院生や､市民の
手作業による多くの乾燥ボラン

ティアのこ協力をいただきました｡このように多くの皆さ

んのこ協力により､水損史料を保全するこ
とができました｡関係各位にお礼申し上げたいと思います0水損史料は､通常その汚れ

具合や､悪臭の問題があり､所蔵者によって廃棄されるケースが多かったのですか､この

日野辺区有文書は地区の皆さんによって廃棄されず保管されていました｡それは､同地区
の現用書類だったということのほかに､先祖から伝わってきた大切なものであるという意

識があったからこそ遺されたのではないかと私たらは考えていますCあのような大水害の
際に､保管というご判断をなさった地区の皆さんに敬意を表したいと思います｡地区のあゆみをしるす貴重な史料として､今後も皆さんによ

って大切に保存されていくことを期待したいと思います｡NewsLetter20



豊岡市出石町日野辺地区区有文書

返還式に参加して

森脇

崇文去る6月17日､兵庫県豊岡市出
石町日野辺区において､2004年 10月

の台風23号により水損した区有古文書の
返還式が行なわれた｡この5月から史料ネ

ットの運営に携わるようになったばかりの

私にとって､今回の返還式は実際に史料救

出活動に関わる初仕事となる｡当然ながら､

3年前に今回の史料群が救助されたとき

の様子は実見していないし､その後の史料

修復に参加したわけでもない｡そんな私が

､史料救助活動の区切りとなる重要な式典

の記事を書いてよいものか､いささか返巡

するところではあるが､これから史料救助

活動に携わっていく者として､新米なりに

感じたところを書かせていただき

たい｡式典当日､奥村弘代表をはじめと

する総勢八名の史料ネット運営委員は､午前

11時頃に会場となる日野辺地区公民館

-と到着した｡梅雨入り直後ということで

雨も心配されていたが､幸い天候にも恵ま

れ､一帯に広がる田園風景が初夏の日差し

に美しく映えていたのが印象的であ

った｡地区の方々から歓迎を受けながら

､持参した史料群を運び込み､午後からの

式典の準備を進めていく｡日野辺地区公民

館は､2004年の水害の際に浸水被害を

蒙った場所ということだが､それほど低地

に立地している印象はうけない｡目の前の

穏やかな出石川の流れと､現在は椅寛に修

繕された公民館の施設を見ていると､本当

に床上浸水に及ぶほどの水害が起こったの

か､とさえ思えてくる｡しかし､床の間の

柱を目にした時､私は水害の爪痕をまざま

ざと見せつけられる思いがした｡その柱に

は､畳から1メートル程の場所でクッキリ

と水平の線が浮かんでいる｡水害の際には

､この高さにまで浸水が及んだのだろう｡

これはNewsLetteT･2007.7.3INo.50 19 どの浸水が､他の住宅､ましてやこ

こより低い位置にある田畑にもたらした被

害は､どれほどであったか想像もできない

｡それまでブラウン管越しの世界であった

水害の恐怖､自然の脅威を､身に染みて思

い知らされることとな

った｡返還式は､多数の地区の方々の参

加を得て､午後1時半から開始された｡今

回の史料救助に携わった日野辺区長､豊岡

市教育委員会､但馬史研究会､そして史料

ネットの各機関からの挨拶がなされた後に

､史料ネット会員である木村修二氏より､

近世における同地区の講組織についての史

料解説が行われ､返還された古文書群の中

から関連する史料が展示された｡参加した

方々は木村氏の講演に熱心に耳を傾け､ま

た展示史料を前にしては史料ネット委員に

質問を投げかけつつ､真剣に解読しようと

していた｡地区の方々にとって､これらの

史料は自らのルーツに直接連なるものだけ

に､特別な興味と思い入れがあるのだろう｡

2004年 10月の水害に際して､この

古文書群が史料ネットに委託されたのは､

同年 11月に地区の方々によって水損史料

の乾燥作業が行なわれていることを史料ネ

ットが把握したのが契機だったと聞いてい

る｡常識を超える浸水によって日常生活そ

のものが脅かされている只中､内容も分か

らない水浸しの古文書など､例え捨て去ら

れていたとしても誰も責めることはできな

いだろう｡にもかかわらず､地区の方々は

これらの古文書を復元するべく行動した｡そ

れは､この史料群が日野辺地区によって単

に ｢所有されている｣のではなく､地区の

歴史を伝えるものとして ｢守り継がれてい

る｣ことを如実に物語るのではないだろう

か｡返還された史料を見つめる熱のこもっ

た眼差しは､そう思わせられるものだ

った｡式典が終わり､地域の方々総出で

の見送りを受けて夕方前に出石を出発した

｡帰路では､水害から3年近くが経過した

現在においても､山崩れや道路が崩落した



生々しく残されている様子を目の当たりに

した｡今でも片側通行となっている場所も

あり､水害の傷痕は未だ過去のものとはな

っていないことを思い知らされる｡自然の

力は､到底人間が抑え込むことができるも

のではない｡その意味で､史料の被災を完

全に防ぐことは不可能かもしれない｡しか

し､人の気持ちと努力次第で､災害にあっ

た史料を可能な限り原形に近い形に復元す

ることは不可能ではない｡そのためには､

史料がその地域の歴史を伝えるかけがえの

ないものであり､地域全体で守り継いでい

くものだという意識が重要だろう｡この日

野辺地区区有文書がそうであったように｡

災害による史料被害は､起こらないに越し

たことはない｡だが､今回の水害によって

日野辺地区と我々史料ネットとの間に交流

が生まれた｡今回の返還式で､文書を守り

継いできてくれた地域の方々が､文書の内

容を知り､その価値を再確認する機会とな

ったならば､せめてもの幸いということが

出来るのではないだろうか｡今後も史料ネ

ットの活動を通じて､被災した史料を救助

すると同時に､所有者がその史料と向き合

う契機が作られていくことが望まれる｡微

力ながら､私自身も運営委員の一人として

努力していきたい｡

(もりわき･たかふみ

/史料ネット運営委員)
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<2(X)6年度活動日誌>

(2006/6/18)2006年度史料ネット総会･水損史料ワークショップ(講習会)

｢よみがえれ水損史料～水害に備えて｣(於西宮市大学交流センター)
(2006/7/10)第46回運営委員会
(2006/8/6,8)第8回｢火垂るの墓を歩く会｣-の協力
(2006/9/8)第47回運営委員会
(2006/10/3)第48回運営委員会

(2006/10/20,21)第1回人と文化遺産保存継承ミーティング･文化財防災サミットIN山形(於東jヒ芸術工科大
学)にて報告

(松下正和｢歴史資料ネットワークの地域遺産保全活動｣､

奥村弘｢大規模自然災害と地域歴史遺産保全～阪神淡路大震災から現在までの歩み｣)

(2006/10/23)第8回地域資料シンポ準備研究会(於難波市民学習センター第2研修室)を共催
(2006/10/31)第49回運営委員会
(2006/ll/4)大阪歴史科学協議会 11月例会
｢地域における歴史系博物館の役割～指定管理者制度の導入をめぐって｣(於梅田東学習ルーム)を共催

(2006/11/8)第 1回大学巡回水損史料ワークショップ(於大阪大学)
(2006/12/5)第50回運営委員会
(2006/12/14)第2回大学巡回水損史料ワークショップ(於大阪市立大学)
(2006/12/15)第9回地域資料シンポ準備研究会(於大阪市立弁天町市民学習センター)
(2006/12/17)第2回｢歴史系博物館と指定管理者制度｣勉強会(於明石市立文化博物館)
(2006/12/25)第33回被災史料整理(出石町日野辺区有文書仮整理)
(2007/1/23)第51回運営委員会
(2007/1/26)平成18年度滋賀県図書館員専門講座(後期)(於滋賀県立図書館)にて報告

(松下正和｢地域資料の保存と利用の現場から｣)

(2007/1/29)第3回｢文化財の防災計画に関する研究会 震災から美術工芸品をまもる｣
(於東京文化財研究所)にて報告(奥村弘)

(2007/2/4)第34回被災史料整理(出石町日野辺区有文書仮整理)
(2007/2/23)第52回運営委員会
(2007/2/24)史料ネット中世講座｢日本国王の港～日明貿易と兵庫津｣
(2007/3/7)第 10回地域資料シンポ準備研究会(於大阪市中央公会堂)を共催
(2007/3/9,10)第2回人と文化遺産保存継承ミーティング(於東北芸術工科大学)への参加
(2007/3/13)第53回運営委員会

(2007/3/16)第14回近畿府県公文書館等実務担当者研究会(於京都府総合資料館)にて報告
(松下正和｢水損資料の処置方法について｣)

(2007/3/18)第2回｢地域史卒論報告会｣(於兵庫勤労市民センター)
(2007/3/19)第35回被災史料整理(出石町日野辺区有文書仮整理)
(2007/4/25)第54回運営委員会
(2007/5/15)第55回運営委員会

円
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第23回歴史学入門講座

からの中世史研究
｢比較史および経済史の視点から一

束音大号砲衣魚 桜井 鼻緒丸
日時:2007年7月'28白く車)13:30-く開場13:00)rト

(繊7後､懇貴会を予定しています)

▲ヽ
l

会場:大阪大学量中キャン′くス
大学教育実践センターL

共通教育講義棟大講堂

(阪急宝塚線 ｢石橋駅｣駅より

徒歩約 15分または

大阪モノレール ｢柴原駅｣より

徒歩約10分)

書加協力費:500円

■入門講座に関するお問い合わせ■

大阪大学日本史研究室内

第23回歴史学入門講座委員会
TEL:06-6850-5101
e



【史料ネットから新刊が出ました 日 】
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1.苦良た響ノ｣縫

地域社会からみた｢源平合戦｣

福 原京 と生 田森 ･-の谷 合戦

岩田嘉辰ブックレットH-02歴史資料ネットワーク(史料ネット)編

2007年6月刊

A5判･118頁･並製本ISBN978-4-87294-474-7C1321¥1400E

1400円(税別)寿永3年(1184)2月7
日､源義経が平氏の陣営を奇襲した-の谷合戦は､源平合戦のなかでも､最もよく

知られた合戦のひとつであろう｡川合論文では､この-

の谷合戦をとりあげ､源平合戦の実態を地域社会との関わり

から検討する｡従来､地元では､義経が進軍した軸越のルート

や｢坂落し｣の場所をめぐってさまざまな説がだされている

が､本論では､-の谷合戦に地元の人々がどのように関わったのかという視点で､合戦の全体

像を捉える｡市沢論文では､地域社会から平氏の福原遷都の意味を考えるため

に､西摂津･東播磨の平氏勢力圏を復元し､福原京がどういう位置を占めるかについて

､地域的な広がりのなかで考える｡巻末には､詳

細な関連地図と史跡解説を付した｡前著『平家と福原京の時代』(歴史資料ネットワーク編､岩田

書院､2005年)に続く成果｡2005年9月に開催された｢シンポジウム源平合戦一伝承された戦い

の虚実｣を再編集｡【主要目次

】このブックレットができるま

で生田森.-の谷合戦

と地域社会 藤田 明良川合 康内乱の諸段階と生田森･-の谷合戦/生田森･-の谷合戦の｢

城郭｣戦/民衆の戦場への動員/摂津武士の動員と摂津国惣追捕使多田行綱/軍勢を先

導するr案内者｣/竹越と多田行綱南北朝内乱からみた西摂

津･東播磨の平氏勢力圏 市沢 哲南北朝内乱と西摂津･東播磨一山田荘とその近辺の地勢学-

/西摂津･東播磨の平家勢力圏一平家のテリトリーの縦軸と横軸-/西摂津･東播磨の平家勢力圏の歴史的

性格生田森

.-の谷合戦史跡地図 樋口健太郎史料ネ ッ ト NEWSLETTERNo.50 2007年 7月 31日発行

編集 .発行 歴史資料ネ ッ トワーク〒657-8501 神戸市灘区六甲台

町 1-1神戸大学文学部内 史料ネ ットTEL&FAX:078-803-

5565(開室時間 平日の午後 1時-5時)URL:http://www.lit.kobe-u.ac.jp/～macchan/ e-mail:

S-net@lit.kobe-u.ac.jpNewsLette


